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早いうちからあちこち見て歩いて、本当にそうなの
かっていうのを、こちらが希望をちゃんと面接で言
わなきゃいけないと思って、４月から焦って見学し
てる
親がちゃんと選んであげないとダメなんだなって
思った

CH

CH

X

X

前はこの先どうなるんだ
ろうって不安だった 見学に行ってみたらわか
らなかったことが一つずつ明確になってきてさっぱり
した

PA X CHは音読し
ましょうって言って音読はできないけど、難しい本を
読むことはできるし、勝手に難しい四字熟語を読むこ
ともできるし、絵だったら2時間集中して描けるしっ
ていうのを話したら、そこからやっていきましょうっ
ていうのがすごく細かくて、今までの学校関係のお話
しの中では一番しっくりきた説明だった

PA

CH

PA

PA CH

この
度中学校を探さなきゃいけないから、選択肢を自分
（PA自身）で並べていって、よりよいところはどこ
かって一生懸命探している だけどCHみ

たいな（発達障害の）子は、行ける場所を探すところ
から始まって、いろいろやれることを増やさなきゃっ
て増やしてきた

X

PA CH

X（特別支援学校）のほう
が（CHにとっては）スモールステップで成功体験を
積ませてもらえるとわかった 中学校でこのく
らいのことができないといけないとか聞いてきて、ひ
とりで朝会に行けるとか、何時間目終わって次荷物
もってどこ行きますとかその程度ができないと（中学
校の通常の学級で過ごすのは）難しいと思った

最初は（CHが）すごいY中学校が
いいって言いだしてどうしようかなと思ったけど、X
特別支援学校いいと思わない？って言って、去年くら
いから二人の意見が一致するようになって、私もそ
ういうふうに考えられるようになってきた

PA CH CH

PA CH

PA

PA

PA

PA 私たちは通常の中学校に入って、通常の高校
を受験してとか、小学校から中学校は学区だからここ
に行ってとかやってきたけど、その時に特別支援学校
もあったことや、どういう人が行くとか基準もわから
ない

CH



PA 愛護手
帳の有無は基準として明記されていないが実績として
必要だということに疑問を感じる 行きたいのに行
けないのかってすごく不安だった CH

PA そういうお子
さんをもたなければ知る必要ないことかもしれないけ
ど、それを知らないって大変だなって思った 一
人ひとりがこんなに努力してるのかって思った

%

PA

CH 本
人は３年生の頃学校で過ごすのがつらかったと言って
いる CH

CH

移ってみて本人が同級生の男の子に何もがん
ばってないじゃないかみたいなことを言われて傷つい
ちゃって、行けなくなってしまった

今回の運動会でも、練習日
に学校に行ったら前の学級の子たちが学級旗を作っ
ていて、『CHも来な』ってすぐいれてくれて、そう
いうところがいままでの友達がきめ細やかだったんだ
なって思って、「CHまた来るんだよ」とかって言っ
てくれて、今までの友達の優しさを痛感した

CH

PA

CH 小学
校入学後、初めは玄関で別れられていたが、段々教室
までついて行かなければならなくなった 自閉以外
でも、母子分離障害や不安症かもと医師には言われた
が、それでも学校に行っていた

送って行けば

大丈夫だから、それほどのことでもない

暴れてもう行かないってなったか
ら、小４の後半はほとんど学校に行けなかった 行
事には参加するときもあり、行ける兆しがあるのかと
思いきや春にまた調子が悪くなった お母さんと一
緒じゃないと行けない

PA CH

まさか行けなくなるなん
て思ってなかった ショックだし、そうなって
しまったかという思い CH

PA （登校し
ないとするCHのことが）理解できない 行
く行かないの押し問答の日々 （CHの）気持ちがわ
からないから聞くことしかできない

学校に行かなくなったら大変だと思って朝、半
ば強引に学校に連れて行くこともあった

CH自身も自分の気持ちよくわからない様子
だった 最初は無理に学校に連れて行ってい
たが、暴れる姿を見て、もう無理に連れて行かないと
思った

PA CH

でも、行事とかに行くと友達と交
流してすごく楽しそうにしていて、相変わらず友達も
優しくて一緒に遊んでくれて、決して家に一人でいる
ことだけがいいんじゃないんだって思って、やっぱ
り同じ歳の子とふれあいながら生活してほしいなと考
えたので、家じゃなくて支援学級に行こうと思った

CH

PA

CH

CH

CH

本人が行けないか
らって行けないままでいいんですかって言われ PA

もうどうしようもできない 「行ける行けな



いが積み重ねによるものではないと思っていたから、
どうせ行けないならしょうがないと思っていた

（学校側が自分の）話を聞いてくれて、不登校児
のためにすごい考えてくれて、ちゃんとステップを積
んで、目標を立てて頑張っていきましょうって（言っ
てくれた） CHが今考えられないか
らって、お母さんが考えなくてもいいんですかって言
われてびっくりしたけど、すごく真剣だなと思った

（学年主任の一言は）一瞬すごいショックだった
けど、一生懸命考えてくれてるから言ってくれたんだ
ろうなと思って、すごくありがたいと思った

何の進展もあるように思えないと先生方に相談し
た お母さんが一生懸
命学校に来るから一緒になって考えていきたいと思い
ます、と言ってくれて、学年の先生も３人中２人が話
し合いに参加してくれていた

%

PA CH

小３で診断を受けて遅い
と言われたことには今も引っかかっている

診断が遅かったのかもしれない、もう少し前に
診断されていれば早くから療育をして小学校に行けて
いる例もある

PA

CH

現在も着れる素材と着
られない素材がはっきりしていて、選んでいる

CH

PA こだわり
が強くて大変な子ではあったけど、当時は対応してい
くしかないと思っていた CHは理解できない言動
が多く、今思えば育てにくさがあった CH

CH

PA

（小学５年生の
とき）何回か学校に付いて行ったときに、やっぱり教
室に入って20～30分しかいられなくて、続かないん
だなということが行ってみてわかった PA

CH

（小５の夏くらいから、発達障害児の）親の会が
主催してる研修会に参加するようにして

（CHは精神的にも不安定さ
があるから（学校生活のなかで成功体験を積むのが）
難しい 本当に最近になってCHの生きづらさがわ
かってきた 最近になっていろいろ積み重なっての
行動なんだと思えるようになったが、以前は発作のよ
うな一時的なものだと思っていた CH

PA

CH

兄
弟と比較して初めてCHの困難さがわかった

CH

他の６年生の子の成長が目覚ましくて、やっぱり中
学校に行くようにどんどんとなるんだってことが目に
見えて分かって、やっぱり比較してしまう 就学の
ことを考えてると、みんな通常の中学校に行くんだろ
うなって思うと、行けないんだなって差を感じる

PA

PA CH

CH

もしかしたら兄弟を連れて学
校に行ってくれたのかなって思うと、ほんとに悲しい
というか、悔しい

PA

普通の子はつらく
ても学校に行くがCHにはそれを乗り越える力はな
い （CHが）最近変わってきたなと思うところは、



割と冷静に物事を見れるようになってきたところ
CH

前は本当に、ちゃんとすればできるのにって思って
た CHは自立した様子が見られず、ずっと甘えて
くることが許せなかった CH

%

PA

これは普通の女の子もそうかもしれないけど、
女同士だからか、ぶつかり合って、ぶつけ合ってい
る もちろん一生懸命CHの手助けはするし、
最近は下の子たちもあとから蓋をあけたら困ったこと
にってならないように親として気にかけるようにして
いる PA

CHが自分に嫌がらせをしているんじゃな
いかと思って、（小学校の）１年生なのに甘えさせて
あげられなかった だから、あの人なりに頑張って
たから、抱っこしてあげればよかったって思う 無
理して学校に行ったせいでトラウマができてしまった
ことに気付けなかったし、私の責任だと思う、Cに
申し訳ないと思う PA

PA

CH

PA

CH

PA

帰りも遅いことが多くて、C
が大変なのを何とか乗り越えてみよう、寝て朝を迎
えて学校に行かせようってことしか考えてなかった
仕事で帰りが遅くて生活リズムが乱れていたところ
もあって、そうするとCHが（何をすればいいか時
間を）もてあましちゃう

今も全部ギリギリでやっていて、平日
CHに付き合っている分は土曜日に埋め合わせしてい
る 最近は職場にもお話しして朝は10時くらいまで
学校にいて、お昼も一旦家に帰って、夕方職場に戻っ
て、パパにも協力してもらっている

仕事に行ってると
わりと仕事に集中しているときもあるから、そういう
意味では必要だと前から思っていた 疲れるなあと
思うけど、家にいても同じかなと思って、外に出て気
がまぎれたほうがいいかなと思う

ずっと
家にいてずっとCHの面倒見てるのがやっぱりつら
いときもある CH

, 

%

PA 親とだけずっといても二人とも泥沼には
まっていく気がして、誰かの手を借りなきゃだめだっ
てすごく思った

良い人
と出会えばいい情報を得られるし、CHにとってもい
いことだから、良い人を求めてどんな所でも行こうっ
て思った CHの見学に行く心境として相談事業と
かすごいたくさんあったから人を探しに行こうって途
中から考え方を変えた

X

CH

ほんとにさすがって感じ、X（特別支援学校）
の先生に本当に救われた

PA

制度化するっていうのは難しいと思うけど
もっとワンストップだといいと思う、相談支援専門員
の方が付いてくれるのはとてもありがたいけど、就学
まで面倒見るわけじゃないし、結局親がマネージャー
にならなきゃいけない PA



PA

時間とともに家族もCの障害を
受け入れつつある CH

（CHの癖に対し）父親が
すごく気にしている 私はしょうがないじゃんって
感じで指摘するのが嫌だけど、たしかになと思うとこ
ろもある PA

PA

PA 妹が
私に手紙を書いて渡しに来たら、CHがちょうど通り
かかって、妹はすごい嫌がってたのに手紙を取り上げ
てぐしゃって捨てて、妹が怒って叩いたりして、CH
が泣いて逃げるっていうことがあって
CH CH

弟は『なんでお前だけ学
校行かないんだよ』とか言うときもあるけど、寝る前
に『Cが生きていけるか心配』と言っていた

CH

CH

CH

CHが大変だったのを、下の子たちを抱っこするこ
とで癒されていた PA

私が仕事休みの日に限っていつも行き
渋りが始まる CH

妹
が先週風邪で少し休んじゃって、行きたくないって言
いだしたから、この子も行けなくなるんだろうかって
すんごい不安だった 月曜日の朝ちょっと行きたく
なさそうな妹を車で学校に送って行ったら、学校に入
れないと言われて、教室までついて行ったら歩きなが
ら泣き出して、教室に入れなくて、教室に一緒に入る
ことになったときCHのことがフラッシュバックし
てきた CH

CH

PA

CH

PA

CHが学校に行かないことに関して、弟の理解を得
ようとし ちゃんと学校行けるってすごいん
だよって言って泣いてるけど（CHを）学校に連れて
行った CH CH

PA

職場の人にも理解してもらって一緒に連れて行って
いる （イベントで）知っているお母さんたちすごく
優しくしてくれて『CHよく来たね』ってみんな言っ
てくれるから、にこにこしながら父兄と一緒に楽しん
でた  

PA PA

PA

CH PA

CH （私が育て方のせいじゃない
と思っていることに関して）すごく反発をかって、反
省していないというふうに受け取られる 『私の
せいだったかもしれません。すみません』って言った
方が世間受けがいいのがすごく嫌だけど、深刻さに欠
けると言われる

CH

PA

PA

CH CH
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PA

PA
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